
2.内部質保証
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令和5年度実績第3期中期計画 令和6年度計画

【計画3】(企画部)
内部質保証の方針に基づき、本
学における内部質保証システム
を構築するため、「内部質保証
推進会議」の機能強化を図る。

【計画4】(学長戦略本部・企画
部)
教育の質保証の観点から、年度
計画を着実に推進するととも
に、自己点検・評価及び外部有
識者による評価を行い、その結
果を改善・充実に反映させる。
また令和7年度に受審する大学
基準協会の認証評価に適切に対
応する。

【年度計画3】
「内部質保証推進会議」の
権限と責任を明確化し、そ
の機能強化を図るため、部
局の現状等を更にエビデン
スに基づき分析・評価でき
るよう、「学長戦略本部」
と連携しIR機能の強化を図
る。
「評価指標」
・IR機能強化の状況、各種
データの分析状況

Ⅲ・IR機能を強化するため、各学部・学会の教員から構成している
「IR推進室運営会議」のメンバーについても、他大学IR推進室と
の交流の場に出席できるようにした。具体的には9月下旬に他大
学のIR推進室に本学向け研修会を開催いただき、同メンバーの希
望者に出席いただいた。
・2023年度に大学ビジョンにDX推進が位置づけられたことを受け
て、学修基盤推進室及びDXマネージャーの主導により「ICTスキ
ルチェックリスト」が策定された。同室とも連携し、教員のICT
スキルもストラクチャー指標の一つとして有効活用していくこと
とした。
・学生の学修に関する実態調査アンケートの回答率（継続）
69.9％
・授業評価アンケートの回答率（継続）70.3%

「計画達成のための方策」
「内部質保証推進会議」が、全
学的な内部質保証システムの要
として機能するためにその権限
と責任を明確化し、継続的にそ
の機能強化を図る。
「評価指標」
・IR機能強化の状況、各種デー
タの分析状況

Ⅲ

自己点検・評価委員会 内部質保証推進会議
評
価
区
分

令和6年度計画達成状況

・令和6年度は、IR機能を強化するため、各学部・学科の教員か
ら構成している「IR推進室運営会議」のメンバーから意見や取り
組みを聴取する機会を増やした。「他大学研修会」や「高等教育
に関する学会・研究会」などにおける活動報告、各学部・学会で
の教員や学生に向けた教学改善（研修・情報提供）などの事例を
収集した。
また、全学的な教学マネジメント体制を構築し、教育・学修の評
価・改善活動の促進、教育・学修の質の保証と向上するために
「大学全体・学位プログラム・授業科目」レベルでの学修成果の
可視化となるデータについて、議論した。その結果、授業評価の
「定性データ」からの分析が必要があると考え、学長裁量経費で
獲得した予算で「質的データ分析ソフトウェア」を購入し、R6年
度授業評価アンケートの定性分析を進めている。
・2024年度 学生の学修に関する実態調査の回答率（継続）79.6%
・授業評価アンケートの回答率（継続）72.7%

【評価区分】Ⅳ：年度計画を達成している（達成率100％）Ⅲ：年度計画を概ね達成している（達成率80％以上）Ⅱ：年度計画を十分には達成できていない（達成率60％程度以上）Ⅰ：年度計画を達成できていない（達成率60％程度未満）
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令和5年度実績第3期中期計画 令和6年度計画 自己点検・評価委員会 内部質保証推進会議
評
価
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令和6年度計画達成状況

「計画達成のための方策」
毎年度、内部質保証の状況を、
外部有識者等が委員を務める外
部評価委員会、大学経営会議、
理事会・評議員会等の学内会議
に報告し、会議での意見・提言
等を踏まえて、本学の管理運営
及び教育研究活動等の改善・向
上を継続して推進する。また、
点検・評価の結果等を含め、内
部質保証に関する情報をホーム
ページにおいて公表する。
「評価指標」
・外部評価委員会等の開催状況
及びホームページにおける公表
状況

Ⅳ
【年度計画5】
内部質保証の状況を、外部
有識者等が委員を務める外
部評価委員会、大学経営会
議、理事会・評議員会等の
学内会議に報告し、会議で
の意見・提言等を踏まえ
て、本学の管理運営及び教
育研究活動等の改善・向上
を継続して推進する。ま
た、点検・評価の結果等を
含め、内部質保証に関する
情報をホームページにおい
て公表する。
「評価指標」
・外部評価委員会等の開催
状況及びホームページにお
ける公表状況

「計画達成のための方策」
年度計画を着実に推進するとと
もに、令和7年度に受審する大
学基準協会の認証評価に適切に
対応するため、計画的に準備作
業を進める。
「評価指標」
・令和7年度に受審する大学基
準協会の認証評価の準備、評価
結果

Ⅲ
【年度計画4】
年度計画を着実に推進する
とともに、令和7年度に受審
する大学基準協会の認証評
価に適切に対応するため、
計画的に準備作業を進め
る。
大学基準協会の認証評価の
事前準備
「評価指標」
・令和7年度に受審する大学
基準協会の認証評価の準
備、評価結果

・令和5年度に係る自己点検・評価については、
①第3期中期目標・計画に基づく「令和5年度点検・評価報告書」
については、令和6年5月8日開催の「内部質保証推進会議」及び
「大学経営会議」及び令和6年5月22日開催の「理事会・評議員
会」において審議・承認され、
②「教学マネジメントチェックリスト」及び「アセスメントプラ
ン」に基づく「令和5年度点検・評価報告書」については、令和6
年7月10日開催の「内部質保証推進会議」及び「大学経営会議」
において、審議・承認された後、
令和6年9月24日開催の「外部評価委員会」において、事前に提出
いただいた委員からのご意見等に対する回答・対応等を中心に質
疑応答を行ったところであり、委員からご指摘いただいた点は次
年度の計画等に反映することで、教育研究活動等の継続的な改善
等を図ることとした。
・「令和5年度点検・評価報告書」はいずれも大学HPに公開して
いる。

Ⅳ ・令和7年度に受審する大学基準協会の認証評価に適切に対応す
るため、令和6年4月23日、令和7年1月15日に大学基準協会がWEB
にて開催した「第4期機関別認証評価に関する実務説明会」等
に、亀山学長、松浦事務局長、学長戦略本部 教学マネジメント
DX 推進チーム及び企画部職員が参加し、次期認証評価に関し学
ぶ機会を得た。またこの内容等を踏まえ、令和6年10月23日に開
催した全学教職員のFD・SD活動である「東京医療保健大学を語る
会」において、「令和7年度 大学基準協会認証評価の受審に向け
た本学の取組等について」と題し、亀山学長及び松浦事務局長か
ら説明し、情報共有を行った。
・「教学マネジメントチェックリスト」及び「アセスメントプラ
ン」に基づく「令和5年度点検・評価」結果を取りまとめた後、
学長からの指示に基づき、各部局等の取り組みについて具体の改
善策等を「令和6年度教学マネジメントチェックリスト及びアセ
スメントプラン点検・評価報告書」として報告することとした結
果、各学科対応分については令和7年1月15日開催の「内部質保証
推進会議」にて、全学委員会対応分については令和7年2月19日開
催の「内部質保証推進会議」にて、それぞれ報告・承認された。
これらの取り組みによりPDCAサイクルを構築し、本学の内部質保
証システムの確立に努めた。
・これらの取り組みを行った上で、大学基準協会からの要請に基
づき、「令和6年度点検・評価報告書」及び関連資料等を全学部
等の協力を得て作成し、令和7年3月28日付けにて大学基準協会に
提出した。

・令和7年度に受審する大学基準協会の認証評価に適切に対応す
るため、令和5年度から「教学マネジメントチェックリスト」に
基づく点検・評価を本格実施することとして、令和5年10月25日
に開催した「東京医療保健大学を語る会」において、「教学マネ
ジメントチェックリストに基づく点検・評価の実施に向けて～具
体的な取組の視点について～」をテーマとし、活発な意見交換を
行った上で、「令和5年度教学マネジメントチェックリストに基
づく自己点検・評価」については、部局内で「学位プログラムレ
ベル」、「授業科目レベル」ごとに令和6年5月末までに実施し、
「学位プログラムレベル」について報告書を作成した上で、企画
部宛提出することとした。【詳細は、計画2を参照】
・令和5年11月20日に大学基準協会がWEBにて開催した「第4期機
関別認証評価に関する説明会」に、亀山学長、松浦事務局長他企
画部職員が参加し、次期認証評価に関する方向性等について学ぶ
機会を得た。この内容については、令和6年1月17日開催の内部質
保証推進会議において報告した上で、1月18日付で学内関係者に
周知し情報共有を行うこととした。

Ⅳ

【計画5】(企画部)
内部質保証の状況を、所要の学
内会議に報告した上で、外部有
識者等の意見等を踏まえ、本学
の教育研究活動等の改善・向上
を継続して推進するとともに、
内部質保証に関する情報を学内
外に公表し、大学としての説明
責任を果たす。

・令和4年度に係る自己点検・評価については、「令和4年度点
検・評価報告書」として取りまとめた上で、令和5年5月10日開催
の「内部質保証推進会議」及び「大学経営会議」及び5月24日開
催の「理事会・評議員会」において審議・承認された後、令和5
年10月20日開催の「外部評価委員会」において、事前に提出いた
だいた委員からのご意見等に対する回答・対応等を中心に質疑応
答を行ったところであり、委員からご指摘いただいた点は次年度
の計画等に反映することで、教育研究活動等の継続的な改善等を
図ることとした。
・「令和4年度点検・評価報告書」は大学HPに公開している。
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